
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定員 15 名程度 申込不要 どなたでもご参加いただけます 

講師 曽我部 愛  神戸学院大学 人文学部 准教授 

【略歴】 専門は日本中世史、特に鎌倉時代の天皇家の研究をしています。

伊賀市・摂津市などの自治体史編纂室勤務、相愛大学人文学部 

准教授を経て、2025 年 4 月より勤務。 

 

「祇園精舎の鐘の声、諸行無常の響あり」の冒頭句で

知られる『平家物語』は、平家一門の興隆と栄華、    

そして壇ノ浦での悲劇的な滅亡を内容としています。 

私たちが抱く平家一門のイメージは、この『平家物語』

に強い影響を受けています。いわゆる「驕れる平家は

久しからず」というものです。でもそれって本当なの

でしょうか？ 

安芸国厳島神社は平家一門の氏神です。明石地域にも

関係する瀬戸内海航路を利用した厳島参詣を素材に、

平家一門の知られざる一面について考えてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大蔵谷ヒューマンサイエンスカフェ 2025 

神戸学院大学地域研究センター 
〶651-2180 神戸市西区伊川谷町有瀬 518 

 078-974-4232（火・水・金） 

 frb@human.kobegakuin.ac.jp 

〶673-0871 明石市大蔵八幡町 5-23 

■バス：JR 明石駅より神姫バス  黒橋」下車、徒歩 9分 

■電車：山陽電車 大蔵谷駅」下車、徒歩 5分 

    JR 明石駅」下車、徒歩 15 分 

    （南口より国道 2号線を東へ） 

■車：大蔵海岸西駐車場をご利用ください（有料） 

    
 

 

 

 

 

 

 

 

平清盛 

 

2025 年11/19（水） 18 時～19 時 会場 明石ハウス 


